令和６年度　教育課程特例校　特別の教育課程編成の方針等
  １　特別の教育課程を編成・実施する学校の管理機関
　　　大分県豊後高田市教育委員会
　２　特別の教育課程を編成・実施する学校一覧
	学校名
	設置者の別
	学校の種類

	豊後高田市立香々地小学校
豊後高田市立三浦小学校
	　公立
　公立
	小学校
小学校

	豊後高田市立香々地中学校
	　公立
	中学校


　３　特別の教育課程の内容
（１）特別の教育課程の概要

特別の教育課程により、小中連携のもと９年間を見通した英語教育を行う。小学校第１学年では年間３４時間、第２学年では３５時間の授業時数を各教科等から削減し、「英語科」に充てる。第３～６学年においては総合的な学習の時間から年間１０時間を削減し、「英語科」に充てる。中学校では、各学年において年間３５時間を「英語表現」に充てる。また、小学校第１学年から第６学年まで、モジュールの１０分間を英語活動の日常化のために「Ｅタイム」として設置する。（年間３８時間）　
（２）必要となる教育課程の基準の特例
小学校の教育課程（香々地小学校・三浦小学校）
　　　○第１学年から第６学年に「英語科」を設置する。
（第１学年は年間３４時間、第２学年から年間３５時間）
・第１学年の国語科の授業時数より１６時間
　生活科の授業時数より１０時間
　音楽科の授業時数より　４時間
　図工科の授業時数より　４時間　削減し、「英語科」に充てる。
・第２学年の国語科の授業時数より１７時間
生活科の授業時数より１０時間
音楽科の授業時数より　４時間
図工科の授業時数より　４時間　削減し、「英語科」に充てる。
・第３学年及び第４学年は、総合的な学習の時間より１０時間削減するとともに、年間授業時数を３０時間増やし、「英語科」に充てる。
・第５学年及び第６学年は、総合的な学習の時間より１０時間削減するともに、年間授業時数を３０時間増やし、「英語科」に充てる。　

　　
中学校の教育課程（香々地中学校）

○第１学年から第３学年に「英語表現」を設置する。

　　　　　・第１、２、３学年は年間３５時間とする。

　　　○第１、２、３学年の総合的な学習の時間を３５時間削減し、「英語表現」に充てる。

（教育課程全体は別添の教育課程表参照）
（３）学校又は地域の特色を生かした特別の教育課程を編成して教育を実施する必要性
豊後高田市香々地地区の小・中学校は、平成２１年度に英語教育改善のための調査研究事業、平成２２、２３年度は教育研究開発(外国語教育関係)の指定を受け、特別な教育課程を編成し、小中９年間を見通した外国語教育の在り方について研究推進を図ってきた。平成２４年度から教育課程特例校としての文部科学省の指定を受け、今日に至っている。さらに、この取組は地域や保護者にも広く支持されており、英会話及び異文化教育等を学ぶ場の少ない本地区にとっては大きな特色の一つと言えるものである。
４　取組の方向性
　本地区は小学校から中学校への時期に、中学校第１学年が「書く活動」に対する抵抗感が大きいという課題がみられた。そこで、令和２年度から、小学校高学年の目標を「書き写すことができる」から、慣れ親しんだ身近な単語を「書くことができるようにする」とし、書く活動を取り入れた。その結果、書ける単語が増え、話すことだけでなく、書くことを楽しむ児童の姿が見られた。今後も、楽しく書くための工夫を行いながら活動を続けていき、中学校入学後に書くことへの抵抗感を減らしていきたいと考える。
中学校においても、英語表現の全ての単元に書く活動を取り入れるなど、４技能をバランスよく取り組んできた。その結果、まとまりのある英文を書ける生徒が増え、抵抗感がなくなってきている。しかし、学年によっては個人差が大きく、語順などを十分に理解していない生徒がいる。今後は、語順を意識しながら文章を書く習慣を身に着けさせることで、正しく英文を書ける正確性を身につけさせたい。
　新学習指導要領から導入された「話す活動（やりとり）」においては、ほとんどの児童・生徒が質問されたことに対して返答することはできるものの、再度、相手に質問を返したり会話をふくらませたりすることが難しい状況である。そのため、小・中学校ともに即興性を身に着けさせるための活動を引き続き行いながら、話す力を高めさせていきたい。加えて、パフォーマンス・テストを含む評価の仕方についても、評価規準や評価の方法の見直しを行いながら、より効果的な評価やフィードバックの仕方についての研究を続けていきたい。
令和２年度の小学校全面実施に引き続き、令和３年度、中学校でも新学習指導要領の全面実施となり、小中ともに教育課程の見直しを行った。今後も小中連携のもと９年間を見通した主体的・対話的な英語学習を引き続き行い、これからのグロ―バル社会で必要とされるコミュニケーション能力の育成を図りたい。
　５　実施の効果
（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している学校の教育目標との関係
　　　本研究により英語学習を通じてコミュニケーション能力を育成することは、３校の学校の教育目標である「郷土を愛し、未来を切り拓く人間力と実践力を兼ね備えた生徒の育成～人とともに　地域とともに～（香々地中学校）」「豊かに学び、共に生きる喜びをもつ活力あふれる香々地っ子の育成（香々地小学校）」「確かな学力を備え　自他の考えを尊重し　主体的実践力のある三浦っ子の育成（三浦小学校）」を達成することにつながると考える。異文化交流等を通じて視野を広げ、英語を用いたコミュニケーション活動の中で自分の考えを持ち、論理的に述べる能力を身につけることで、変化の激しい時代においても必要とされる未来を切り拓く力の素地を身に着けることができる。
（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係
本計画で実現する特別の教育課程による９年間を見通した系統的な英語教育は、人格の完成を目指すという教育の目的や知・徳・体のバランスのとれた生きる力等を育むという教育の目的を示した教育基本法第１条及び２条を踏まえていると考える。
また、義務教育９年間を見通した教育課程の下、小・中学校の教員が連携しながら教育実践にあたることにより、学校教育法第２１条に規定する義務教育の目標を達成するための小・中学校の円滑な接続が図られるとともに、学校教育法２９条、第３０条並びに４５条、第４６条に規定する心身の発達や学校段階に応じた確かな学力等が育成されるものになると考える。
（３）学習指導要領に定める内容事項が特別の教育課程において適切に取り扱われていること
　　　小学校で設置する第１～６学年の「英語科」の時間は、国際的視野に立つとともに、コミュニケーション能力の向上を図るという創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開していくものであり、生きる力をはぐくむことをめざした学習指導要領の趣旨を踏まえている。
　　 　第１・２学年の生活科については、削減した授業時数に見合う指導内容を「英語科」で補充的・発展的に取り扱う。教育課程の学年目標のもとで扱われる（８）「生活や出来事の交流」（９）「自分自身に関すること」に関わる指導内容ついては、「英語科」の中で児童自身が自分の良さや可能性に気付きながら自分の成長を振り返る活動を行うことにより適切に取り扱うことができ、自立への基礎を養うといった生活科の目標を達成できるものと考える。さらに、国語科の「話すこと（ウ）姿勢や口形・声の大きさや速さなどに注意して、はっきりした発音で話す」「聞くこと（エ）大事なことを落とさないようにしながら、興味を持って聞くこと」に関わる指導内容について、日本語で話すこと・聞くことに係る上記内容を適切に取り扱うとともに、あいさつの場面や言葉の問いかけを行う活動の一部で、英語と関連させて取り扱うことにより、体験した言語活動に広がりを持たせられるとともに、多様な表現の工夫の在り方についても身に付けることができると考える。そして、音楽科では、「Ａ表現（１）ウ自分の歌声及び発音に気をつけて歌うこと」「Ｂ鑑賞（１）ア楽曲の気分を感じとって聴くこと」に関わる指導内容において「英語科」の時間の中で行う英語表現による歌やチャンツの活動の場面で曲想やリズムについての理解や技能を習得でき、図工科では「表現：（イ）感覚や気持ちを生かしながら楽しくつくること」に関わる指導内容を「英語科」の時間の中で活動の目的に即した絵画や用具の創作活動を行いながら融合化して扱うことで、本来の各教科の目標が達成できるものと考えている。
　　  また、第３～６学年の総合的な学習の時間については、削減した授業時間数で行う「英語科」の時間が、外国の人や英語に慣れ親しむ外国語活動を通して、気付いたことや楽しかったこと等をことばや動作等で伝え合うコミュニケーション能力の基礎を培うとともに、異文化や自国（郷土）文化に対する興味・関心を高めることを目指すものであることから、自己の生き方を考えることができるようにといった総合的な学習の時間の目標と合致するものになると考える。
　　　　中学校では総合的な学習の時間の時間数削減により、学習指導要領に定める内容事項の一部を英語表現の中で取り入れている。例えば、指導計画の作成においては、国際理解や地域と学校の紹介や自己の将来について英語で紹介したり、スピーチをしたりする学習活動を扱う。また生徒の興味・関心に基づくテーマについて英文を話したり書いたりする学習活動を扱う。内容の取扱いについては、英文を作成する過程において他者と協同して情報をまとめたり、まとまりのある英文を表現したりするなどの学習活動を行う。また、グループや異年齢集団による学習などの多様な学習形態、地域人材や立命館アジア太平洋大学の留学生の協力を得つつ全教職員が一体となって指導にあたるなどの指導体制の工夫を行う。
　　　　小中合同研究推進委員会において、小学校と中学校の連携を通して９年間を通した系統性・体系性のある英語教育の教育課程の編成と実施について検証を行うとともに、見直しを行いながら研究を推進していく。さらにカリキュラムマネジメントの視点で、教科等横断的に実践を行い、学校の教育目標の具現化、児童・生徒のよりよい成長のために持続可能な取組へとつなげていきたい。
６　児童・生徒の教育上適切な配慮及び保護者への配慮
（１）児童・生徒の発達の段階並びに各教科等の内容の系統性及び体系性への配慮
　　　　小学校第１学年から第６学年までに、第１～２学年の生活科・国語科・音楽科・図画工作科の目標や、第３～６学年の総合的な学習の時間の目標を達成しつつ、英語に親しむ「英語科」の時間を新設し、国際理解教育の一環としての教育課程を編成する。そして、児童の発達の段階に応じた目標を設定し、６年間を見通した一貫性・系統性のある外国語教育を実施するとともに、中学校における英語科との円滑な接続を図る。
中学校の「英語表現」では、第１学年から第３学年までの学習段階を考慮して、目標及び単元を設定し、系統的にコミュニケーション能力を育成する。単元内容は、生徒の学習事項や興味・関心に合わせて、学校や日常生活などで体験したことや日本文化などのテーマを中心に扱っている。

　　　

（２）保護者の経済的負担への配慮その他の義務教育における機会均等の観点からの適切な配慮（小学校、中学校、中等教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しくは中学部において特別の教育課程を編成・実施する場合のみ記載）
　　小学校では、設置する「英語科」において使用する教材等は、これまで作成し学校に保管しているものを利用したり、必要であれば学校や市教育委員会において準備したり、児童の発達の段階や興味・関心に応じて、教具等を本校独自で工夫・作成したりするなどし、保護者への経済的負担過重に充分留意する。
中学校では、特設する「英語表現」の教材等は、現在使用している教材を活用したり、学校や市教育委員会において準備したり、生徒の発達段階や興味・関心に応じて教具を独自で工夫、作成し、保護者の経済的負担を軽減するように留意する。
　（３）児童・生徒の教育課程特例校への転出入に対する配慮
　　　　　他校からの転入生等に適切に対応するため、転入時においては、保護者も含め、学校運営のあり方や教育活動等について十分な説明を行うとともに、個々の実態を十分把握し、習熟の程度に応じた指導、放課後の個別指導を行い、本人がスムーズに活動に参加できるよう配慮する。
７　特例の適用開始日　　　
令和６年４月１日
８　取組の期間
　　　 令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの期間
９　計画の実施状況の把握・検証及び文部科学省への報告
　　　年間を通じ計画的に公開授業を実施し、授業研究を通して「英語科」のあり方の検証を行うと
ともに、研究の成果を全市に還元する。さらに、今年度末には研究のまとめを作成し、「教育課
程特例校」としての実施状況について、文部科学省へ報告する予定である。
豊後高田市立香々地小学校・三浦小学校　教育課程表
	区　 分
	各　教　科　の　授　業　時　数
	道徳の授業時数
	特別活動の授業時数
	総合的な学習の時間の授業時数
	外国語活動の授業時数
	新教科の授業時数
	総授業時数

	
	国　　語
	社　　会
	算　　数
	理　　科
	生　　活
	音　　楽
	図画工作
	家　　庭
	体　　育
	
	
	
	
	
	

	第１学年
	290

(-16)


	
	136
	
	92

(-10)


	64

(-4)


	64

(-4)


	
	102
	34
	34
	
	
	72

(+72)
	888
(+38)

	第２学年
	298

(-17)
	
	175
	
	95

(-10)


	66

(-4)


	66

(-4)


	
	105
	35
	35
	
	
	73
(+73)
	948
(+38)

	第３学年
	245
	70
	175
	90
	
	60
	60
	
	105
	35
	35
	60
(-10)
	15
	68

(+68)
	1018

(+58)

	第４学年
	245
	90
	175
	105
	
	60
	60
	
	105
	35
	35
	60
(-10)
	15
	68

(+68)
	1053

(+58)

	第５学年
	175
	100
	175
	105
	
	50
	50
	60
	90
	35
	35
	60

(-10)
	　　　50
	68
(+68)
	1053

(+58)

	第６学年
	175
	105
	175
	105
	
	50
	50
	55
	90
	35
	35
	60

(-10)
	50
	68
(+68)
	1053

(+58)

	合　計
	1428

(-33)
	365
	1011
	405
	187

(-20)
	350

(-8)
	350

(-8)
	115
	597
	209
	209
	240
(-40)
	130
	417
(+417)
	6013
(+308)


豊後高田市立香々地中学校　教育課程表
	区　 分
	各　教　科　の　授　業　時　数
	道徳の授業時数
	特別活動の授業時数
	総合的な学習の時間の授業時数
	新設教科等の授業時数
	総授業時数

	
	国　　語
	社　　会
	数　　学
	理　　科
	音　　楽
	美　　術
	保健体育
	技術・家庭
	外 国 語
	
	
	
	
	

	第１学年
	140
	105
	140
	105
	45
	45
	105
	70
	140
	35
	35
	15

(-35)
	35
(+35)
	1015

	第２学年
	140
	105
	105
	140
	35
	35
	105
	70
	140
	35
	35
	35

(-35)
	35

(+35)
	1015

	第３学年
	105
	140
	140
	140
	35
	35
	105
	35
	140
	35
	35
	35

(-35)
	35

(+35)
	1015

	合　計
	385
	350
	385
	385
	115
	115
	315
	175
	420
	105
	105
	85

(-105)
	105

(+105)
	3045


